
５１

グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ に お け る

フ レー ム ワ ーク に 関 す る 一 考 察

一 アカウ ンタ ビリティ 概念とエイ ジェ ンシー 理論との融合は可能か ？ 一

大 島 正 克
（亜細 亜大学）

Ｉ． は じ め に

近 年・ 社 会 関 連 会 計 の 研 究 の 一 環 と して・ グリ ー ン・ ア カ ウ ン テ ィ ン グの 研 究 が盛 ん に 行 わ

れ て お り、 ま た そ れ に 伴 い、 そ の フ レ ー ム ワ ー ク と し て の 「ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 概 念 の 拡 充 あ

る い は 再 検 討」 も、 大 き な 意 味 を 持 っ と こ ろ と な っ て い る。 他 方、 グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン

グ の フ レ ー ム ワ ー ク に 「エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論」 を 当 て は め、 ブ リ ン シ パ ル ・ エ イ ジ ェ ン ト 関 係

か ら 説 明 す る こ と も 試 み ら れ て い る。 ま た、 エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 が フ レ ー ム ワ ー ク と し て は シ

ン プ ル で あ り、 委 託 一 受 託 関 係 （ｓｔｅｗａｒｄｓｈｉｐ）に 形 式 上 極 め て 類 似 し て い る こ と か ら、 ア カ

ウ ンタ ビリ テ ィ 概 念 に エ イ ジェ ン シー 理 論 を 援 用 して ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ の 拡 充 を 試 みよ う と

す る 研 究 も あ 孔 さ ら に、 そ れ ら が 融 合 した フ レー ム ワ ー ク も あ 孔 以 下、 こ れ らを 整 理 し、

グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ の フ レ ー ム ワ ー ク と し て、 何 が 適 切 か の 着 干 の 考 察 を 行 う こ と と

す る。

ＩＩ． フ レ ー ム ワ ー ク を 「従 来 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 拡 充 に よ る」 と す る 場 合

周 知 の よ う に・ 現 行 の 制 度 会 計 の 下 で・ 従 来 の ア カ ウ ンタ ビ リテ ィ 概念 は そ の 説 明 の フ レ ー

ム ワ ー ク と し て 用 い ら れ て き た 概 念 で あ る。

委 託 者 は 自 分 の 経 済 的 資 源 （例 え ぱ 資 金） を 受 託 者 に 委 託 し、 受 託 者 は こ の 経 済 的 資 源 を 受

託 し・ 委 託 者 に 対 し て 受 託 責 任 （ｍａｎａｇｅｒｉａ１ｒｅｓｐ ㎝ｓｉｂｉ砒ｙ）を 負 う こ と に よ り 、 委 託 者 と 受

託 者 の 間 に 委 託 一 受 託 関 係 （ｓｔｅｗａｒｄｓｈｉｐ）が 成 立 す 孔 受 託 者 は、 委 託 さ れ た 経 済 的 資 源 を

保 全 し 管 理 す る 責 任 （保 全 管 理 責 任） と
、 そ の 経 済 的 資 源 を 経 営 に よ り 運用 す る 権 限 と、 そ の

運 用 の 成 果 を委 託 者 に 報 告 ・ 説 明 す る 責 任 （アカ ウ ンタ ビリ テ ィ ： 会 計 責 任、 報 告 責 任） と を

負 う。 受 託 者に よ る 報 告 ・ 説 明 が、 委託 者に よ り 了 承 さ れ、 承 認 さ れる こ と に よ り、 受 託 者 は

受 託責 任 を解 除 さ れ る こ と に な る （［図 １］ を 参 照）。

（論 点 １） 最 近 は、 ａ㏄ｏ ㎜ｔａｂｉ１ｉｔｙ を ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う カ タ カ ナ 表 記 に よ り 用 い る

か・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ ・ 会 計 貴 任・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ （会 計 責 任 ） の よ う に 訳

と の 併 記 表記 に よ り 用 い ら れる こ と が よく あ る。 ア カ ウ ンタ ビリ ティ と い う 用 語 を

そ の ま ま 用 い る と 一 般 的 に 言 わ れ る （っ ま り会 計 的 な 場 面 と は限 らな い 場 合 に も用
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い ら れる） 「報 告 貢 任」 に な る の で、 そ れ と 区 別 す る た め で あ ろ う か。

委 託 一 受 託 関 係 か ら 生 じる アカ ウ ンタ ビリ ティ は報 告 責 任 であ り、 「会 計 事 項」

に 限 ら れ て い な い こ と か ら考 え る と、 ア カ ウ ン タ ビリ ティ を 会計 責 任 と 訳 す の は狭

いと も 考 え ら れ る。 しか し、 我々 の 扱 う 場 面 は 経 済 的 資 源 の 委 託 一受託 関 係で あり、

そ の 範 囲 で の ア カ ウ ンタ ビ リ ティ だ と す る と 財 務 的 報 告 に な る と い う こ と に よ り、

会 計 責 任 と し て も 妥 当 性 はあ る、 と 見 る 見 方 も 成 り たっ。 そ れ を よ り 明 確 に 示 す た

め に、 カ タ カ ナ ・ 訳 の 併 記 表 記 に よ る 記 載 が あ る の で あ ろ う か。 い ず れ に して もカ

タカ ナ の ア カ ウ ンタ ビリ ティ だ け で は、 以 上 の 点 が 曖 昧 に な る お そ れ が あ る。 とく

に、 ア カ ウ ンタ ビリ ティ の 拡 充 を 考 え る と き、 そ れ が、 報 告 責 任 な の か会 計 責 任 な

の か で・ 大 き く 論 点 も・ 異 な っ て く る の で は な い だ ろ う か。

以 上 の 従 来 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う フ レ ー ム ワ ー ク を グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ （現

境 会 計） の 場 面 へ の 適 用 へ と 拡 充 す る こ と が・ 可 能 か 否 か の検 討 に 移 孔

飯 田 氏 が、 「『環 境 会 計』 に お け る ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ ・ 会計 責 任 とな る と、 ま ず だ れ が ［だ

れ に］ 対 す る 説 明 ・ 報 告 責 任 を も つ の か、 も う ひ と っ 明 確 にさ れな か っ た う ら み が 残 っ て い る

よ う で あ る。」 （飯 田、 １９９５，ｐ．五） と 指 摘 さ れ て い る よ う に、 企 業 会 計 の グ リ ー ニ ン グ化 に と

も な う ア カ ウ ンタ ビ リ テ ィ の 拡 充 は 大 い な る 論 点 と い え よ う。

［図 １］ 従 来 の 委 託 一 受 託 関 係 と ア カ ウ ン
．
タ ビリ テ ィ
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［図 ２］ 委 託 ・ 受 託 関 係 と 企 業 の 環 境 に 対 す る ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ

ｒ
． ■’誰が委託者に 舳 ← 一 ．

１
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誰 に 対 して 報告 す る の か ？）

こ こ で、 いく っ か の 論 点 をあ げ て、 試 論 的 に 検 討 を 加 え て み た い （［図 ２］ を 参 照）。

（論 点 ２） グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ に お け る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の フ レ ー ム ワ ー ク で は、



グリ ー ン・ ア カ ウ ン ティ ン グに お け る フ レー ム ワ ー ク に 関 す る 一 考 察 （大 島） ５３

だ れ が委 託 者 で、 だ れ が 受 託 者 か、 そ し て、 だ れ が だ れ に報 告 ・ 説 明 す る の か、 と

いう こ と がま ず 間 題 と な る。

ま た、 そ れ に と も な い、

（論 点 ３） 委 託者 は、 何 を 委 託 す る の か。 従 来 の 経 済 的 資 源 に か わ っ て、 自然 資源 あ る い は

自 然 環境 は 委 託 物 あ る い は委 託 財 産 に な り う る か、 と い う 問 題 が 生起 する。

ま ず、 受 託 者 側 は 企 業 で あ る、 と捉 え る こ と に は 問 題 はな かろ う。 間題 は、 だ れ

が 委 託 者 か、 と い う こ と で あ る。 さ ら に問 題 と な る の は、 そ の委 託者 に は、 委 託物

を 委 託 す る意 思 が あ る か、 と い う こ と であ る。 委 託 者 に 委 託 の 意 思 がな け れ ぱ、 委

託 一 受 託 関係 は 成 立 しな い こ と に な る か ら であ る。

逆 に、 だ れ が 報 告 ・ 説 明 を 受 け る か、 と いう こ と か ら 考 え る と、 報 告 ・ 説 明 を受

け て 分 か るの は、 我 々 あ る い はせ い ぜ いそ の集 合 体 と して の 社 会 であ り、 そ の 他 の

何 者 で もな い は ず で あ る。 ディ ー プ・ エ コ ロ ジ ー の 理 念 で は、 自 然 物 に委 託 者 の地

位 を 与 え る こ と は 可 能 か も しれ な い が （冨 増、 ｉ９９３ 年、 ｐ．４２）， 報 告 を 受 け て 「分

か る」 と いう 点 か ら、 ま だ 一 般 の 承 認 を得 て い る と は 言 い が た い、
と いわ ざる をえ

な い
。

こ こ で もう 一 度、 委 託 者 で あ る た め の 条 件 を 整 理 し て み る と、

１） 委 託 物 を 所 有 し て い る こ と、

２） 委 託 物 を 受 託 者 に 委 託 す る と い う 意 思 を 持 っ て い る こ と・

３） 受 託 者 か らの 委 託 物 の 運 用 に 関 す る 報 告 ・ 説 明 が 分 か る こ と、

４） そ の 報 告 を 承 認す る こ と に よ り 受 託 者 に 対 して 受 託 責 任 を 解 除 す る こ と が で き

る こ と 、

が あ げ ら れ る が、 こ れ ら の 条 件 を 満 た す 委 託 者 と し て は 自 然 人 か 法 人 し か な い の

で は な か ろ う か。 社 会 契約 説 等 を 前 提 と し て、 社 会 を委 託 者 と し て も 上記 の ４ 条 件

は満 た さ れ な い の で は な か ろ う か。 社 会 科 学 と して の 論 と し て は、 軌 道 を は ず し て

い る こ と を 承 知 の 上 で、 委 託 者 に 「神」 を 置 い た と して も
、 全 知 全 能 な神 は、 す べ

て お 見通 し と す れ ぱ、 改 め て 報 告 す る こ と な ど は 不 要 と いう こ と に な るの で は な か

ろ う か。

こ こ に 至 り 前 に進 め なく な る の であ る。 改 め て、 も う 一 度 前 提 に ま で立 ち 戻り 考え 直す こ と

に しよ う。 しか る に、 っ ぎの 論 点 が 浮 か び 上 が る。

（論 点 ４） 環 境 的 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ （あ る い は、 グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ、 社 会 的

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 、
パ ブ リ ッ ク ・ ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ） は、 従 来 の ア カ ウ ン タ ビ

リ テ ィ の 延 長 線 上 に あ る こ と を 自 明 の理 と し て よ い か、 と い う 問 題 で あ る。

環 境 的 ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ に お い て、 （論 点 ３） で 示 し た 委 託 者 と な る た め の 条

件 が 満 た さ れ ず、 従 来 の 意 味 で の 委 託 一 受 託 関 係 が 成 立 し な い な らぱ、 環 境 的 ア カ
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ウ ンタ ビリ テ ィ は 従 来 の ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ の 延 長 線 上 に あ る と は い え な いの で は

な か ろ う かｏ

そ れ は従 来 の ア カ ウ ンタ ビ リ ティ の 拡 充 で はな く、 用 語 は 全 く 同 じア カ ウ ンタ ビ

リ テ ィ だ が、 従 来 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と は 全 く 異 質 な ア カ ウ ンタ ビ リ テ ィ と して、

現 境 的 ア カ ウ ンタ ビリ テ ィ を 考 え る必 腰 が あ る の で は な か ろ う か。

っ ま り、 委 託 者 及 び 委 託 者 に よ る 委 託 の 意 思 が な く て も 成 り 立 っ と いう 意 味 での

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 含 む、 従 来 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 拡 充 の 線 上 に は な い、 環

境的 （グ リ ー ン・ 社 会 的、
パ ブリ ッ ク） ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ の 構 築 が 望 ま れ る こと

に な る。

皿
．

フ レ ー ム ワ ー ク を 「エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 の 適 用 に よ る」 と す る 場 合

エ イ ジ ェ ン シ ー 関 係 （ａｎ ａｇｅｎｃｙ ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ ： 本 人 と 代 理 人 と の 関 係 ） と は 、 Ｊｅｎｓｅｎ ａｎｄ

Ｍ㏄ｋｌｉ㎎ に よ れ ぱ、 「一 人 以 上 の 人 （プ リ ン シパ ル） が 自 ら の 代 理 と して 何 らか の サ ー ビス を

遂 行 さ せ る べ く 別 な 人 （エ イ ジ ェ ン ト） と 交 わ す 契 約 と して、 そ し て プ リ ン シパ ルの 代 理 に は

エ イ ジ ェ ン ト に 対 し て あ る 意 思 決 定 権 限 を 委 譲 す る こ と を 伴 う、 そ う し た 契 約」 （Ｊｅｎｓｅｎ ａｎｄ

Ｍｅｃｋ１ｉｎｇ，１９７６，ｐ．
３０８）と し て 定 義 さ れ て い る。 さ ら に、 「そ の 関 係 に あ る 両 者 が 自 己 の 利 益 を

最 大 に す る 人 （ｕｔｉ１ｉｔｙ ｍａＸｉｍｉＺｅｒＳ） で あ る な ら ぱ、 エ イ ジ ェ ン ト は、 プ リ ン シ パ ル の 利 益 最

大 化 と な る よ う に は 必 ず しも 行 動 す る と は 限 ら 卒 い と 信 じる こ と は 合 理 的 で あ る。」 （ｉｂｉｄ・・ｐ・

３０８） と して いる。 確 か に こう し た 「従 来 と は か な り 異 な っ た 理 論 的 フ レ ー ム ワ ー ク か ら 会 計

を 見 て い る 点 は、 手 法 の 問 題 と は別 に 非 常 に 興 味 を ひく も の で あ る。」 （冨 塚、 １９８９， Ｐ．１３７）

と 指 摘 さ れ る よ う に、 我 々 に と っ て 一 考 す ぺ き 視 点 を 与 え てく れ て い る。 エ イ ジ ェ ン シー 理論

の 考 え 方 の 基 本 的 特 徴 を 整 理 し て み る こ と に す る （Ｊｅｎｓｅｎ ａｎｄ Ｍｅｃｋ１ｉ㎎，
１９７６

， ｐｐ・３０８－３１０・

冨 塚 、
ｉ９８９

， ｐｐ．
１３８－１３９

．
１９９４

， ｐｐ．
３５－３６

．
大 崎

、
１９８９

， ｐｐ．１６４－１６５． 鳥 羽 ・
１９９４

， ｐ・
１２

・
） （［図 ３］

を 参 照）。

１） 経 済 人 （ホ モ ・ エ コノ ミ ッ ク ス） の 合 理性 を 前 提 に して い 孔 し た が っ て・ プリ ン シパ

ル もエ イ ジェ ン ト も、 そ れ ぞ れ 自 己 の利 益 を 最 大 化 す べ く 行 動 を と る。

２） プ リ ン シ パ ル と エ イ ジ ェ ン ト の 間 に、 コ ン フ リ ク ト が 生 じ、 そ れ に と も な い エ イ ジ ェ ン

シ ー ・ コ ス ト が 発 生 す る。 そ し て、 こ の エ イ ジ ェ ン シ ー ・ コ ス ト の 発 生 と 回 避 あ る い は 最

小 化 が、 両 者 の 行 動 に 大 き な 影 響 を 与 え る。

３） ほ と ん ど す べ て の 組 織 は、 個 人 間 で の 一 違 の 契 約 関 係 の 連 鎖 と し て 機 能 す る 法 的 擬 制

（１ｅｇａ１ｆｉｃｔｉｏｎｓ）と み な さ れ る。 し た が っ て 分 析 主 体 が、 組 織 で は な く そ の 構 成 メ ン バ ー

で あ る さ ま ざ ま 主 体 に 置 か れ て い る。

４） 契 約 関 係 を 重 視 して い る。

とく に 注 目 さ れ る の は、 た と え ぱ 「会 計 情 報 の 作 成 者 は 利用 者 に 対 し て 全 面 的 に 奉 仕 す る と
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い う ’非 現 実 的 な” 前 提 は置 か ず に、 む しろ か れ ら は 自 分 の 効 用 を 最 大 化 す る よ う 努 力 し、 ま

た 会 計 基 準 に 対 して も でき る か ぎり 自 分 の 都 合 の よ い よ う に 修 正 しよ う と 働 きか ける と いっ た、

よ り ’現 実 的 な” 前 提 の 下 で、 現 行 の 会 計 実 践 を 記 述 あ る い は 説 明 しよ う と す る の で あ る。」

（冨 塚、 １９９４，ｐｐ，３５－３６．） と 表 現 さ れ る よ う に、 新 古 典 派 経 済 学 の い う 経 済 人 の 合 理 性 が 前 提

と な っ て い る 点 で あ る。

［図 ３］ ブ リ ン シ パ ル ー エ イ ジェ ン ト関 係

ｒ プリン用 ←Ｔ一一■
モ ニ タ リ ン グ ・ シ ス テ ム

イ ン セ ン テ ィ ヴ ・ シ ス テ ム

ボ ン デ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

（と し て の デ ィ ス ク ロ ジ ャ ー）

Ｌ
＿ ＿ 今 エイジエント

［図４］ エイ ジェ ン ト セ あ る 経 営 者 の 自 己の 利 益 最 大 化 を 目 指 す 行 動

経営 活動 （営業行為）

そ の もの

経営 活動を会計数値に

十 置き 換 え る 活 動

（会 計方針の選択適用）

以 上 のエ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 が、 グリ ー ン・ アカ ウ ンテ ィ ン グ （環 境 会 計） の場 面 に 適用 可 能

か 否 か の検 討 に 移 る。

（論 点 ５） エ イ ジ ェ ン ト を 企 業 あ る い は 経 営 者 あ る い は 会 計 情 報 の 作 成 者 と し た場 合・ プ リ

ン シ パ ル は、 何 に あ た る か、 と い う 間 題 で あ る。

グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ で は、 地 球 環 境 が プ リ ン シ パ ル、 企 業 が エ イ ジ ェ ン

トと いう こ と で措 定 す る こ と に な る が、 地 球 環 境 と い う 領 域 で 考 え る と、 企 業 はエ

イ ジェ ン トで あ る と同 時 に、 自 分 も そ の 地 球 現 境 に 含 め ら れ プリ ン シパ ルと もな る。

つ ま り、 理 論 と し て は、 エ イ ジ ェ ント と プリ ン シ パ ル と い う 明 確 に ２ 分 す る 立 場 か

ら考 え ね ぱな らな い の に、 そ れ が で き な い と い う な ら ぱ エイ ジェ ン シー 理 論 は、 当

て は ま ら な い の で はな いか。

こ れ は、 大 会 （１９９４
，
１Ｏ

，
８．於 ： 早 稲 田大 学） 発 表 時 に 國 部 氏 よ り い 頂 い た コメ

ン ト で あ る が、 確 か に そ の 通 り と い え る。

エイ ジ ェ ンシ ー 理 論 が 当 て は ま らな い、 とす る な ら ぱ、 っ ぎ の論 点 もま た 意 味 の な い も の に

な っ て し ま う。 っ ま り、

（論 点 ６） 経 営 者 によ る 企 業 の 環 境 へ の 貢 献 情 報 （正 の 貢 献 ・ 負 の 貢 献 を 含め て） にっ い て

の デ ィ ス ク ロ ジ ャ ー ・ シ ス テ ム を、 ボ ン デ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と し て み な す こ と は 合

理的 か。

しか し、 現 実 に は、 企 業 に よ り 環 境 へ の 貢 献 情 報 は さ ま ざ ま な さ れ っ っ あ る が、 こ の 行 為 を
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ど の よ う に 解 釈 す ぺ き で あ ろ う か。 少 な く と も 現 在 の と こ ろ 任 意 で は あ る が （一 部 制 度 化 を 見

据 え て） さ な ざ ま な 工 夫 の も と に 環 境 情 報 が ディ ス ク ロ ジ ャ ー さ れ て い る。

（論 点 ７） 企 業 は適 切 に デ ィ ス ク ロ ジャ ー して い る か、 と い う こ と と、 企 業 は適 切 に現 境 に

対 して 行 動 し た か、 と い う こ と は 別 な こ と で は あ る が、 現 境 監 査 を どう 捉 える か、

に お い て は 大 き な 間 題 と な る。

現 在 の と こ ろ、 エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 が 当 て は ま ら な い、 と す る 以 上、 デ ィ ス ク ロ

ジ ャ ー ・ シ ス テ ム を ボ ン デ ィ ン グ ・ シ ス テ ム と し て 論 を 進 め る こ と は、 い ま し ぱ ら

く ペ ン ディ ン グ して お く こ と と して、 環 境 情 報 の ディ ス ク ロ ー ジ ャ ー を 「他 の 者 に

情 報 を 伝 達 す る 知 識 を有 す る 者に よ る 任 意 の 行 為」 （ 北 村、 １９９３， ｐ．２０．） と し て

捉 え て お く こ と と し よう。 し た が っ て、 こ の 場 合 考 え ら れ る 環 境 監 査 は、 そ の 情 報

内 容 に 不 正 や誤 謬 は な い か、 あ り のま ま に ディ スク ロ ジャ ー さ れ て い る か・ と い う

こ と を 監 査 す る、 い わ ゆ る 証 取 法 的 監 査 と な る だ ろ う と 措 定 して おく こと に しよう。

ま た、 こ の 場合 の 企 業 行 為 は あく ま で、 環 境 情 報 の デ ィ ス ク ロ ジャ ー で あ り、 報 告

で は あ り え な い と い う こ と は 銘 記 して おく 必腰 が あ ろ う。

さ ら に、 現 境 監 査 を 前 提 に しな い ディ スク ロ ジ ャ ー な ら ぱ、 こ れ は もう 単 に企 業

の 全 く の 任 意 に よ る Ｐ Ｒ か、 せ い ぜ い Ｉ Ｒ と い う こ と に な る であ ろ う。

ｌＶ
．

フ レ ー ム ワ ー ク を 「Ｇｒａｙ 等 お よ ぴ Ｐｏｗθｒ の 理 論 に よ る （す な わ ち、 「エ イ

ジェンシー理論」 の援 刷二よる 「アカウ ンタ ビリティの拡充」 に 基 づく）」 とす

る場合

Ｇｒａｙ．
Ｒ

．，
Ｏ ｗｅｎ

，
Ｄ
．，

ａｎｄ Ｍ ａ ｍ ｄｅｒｓ，
Ｋ
．，

は
、

ｒ エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 」 の 援 用 に よ る 「 ア カ ウ

ンタ ビリ ティ の拡 充」 に つ いて 次 の よう に い っ て い る。 す な わ ち、 「社会 的 貢 任、 社 会 報 告、

社 会 会 計 そ し て 社 会 監 査 はす べ て、 『ア カ ウ ンタ ビ リ テ ィ』 と い う 用 語 に よっ て 結 び っ け ら れ、

そ れ によ っ て か な り 正 確 な 定 義 が与 え ら れ る用 語 で あ る。 『ア カ ウ ン タ ビリ テ ィ』 と い う 用 語

は、 貢 任 を 負 っ て い る 活 動 の計 算 書 （必 ず し も 財 務 計 算 書 で は な い） を 提 供 す る 義 務 ・要 請 ・

責任 を 意 味 す る。 そ れ が 実 際 問 題 と し て 意 味 し て い る こ と は、 『プ リ ン シパ ル』 と 『工 一 ジ ェ

ン ト』 の 観 点 か ら話 す な ら ぱ も っ と 明 確 に 理 解 さ れ る で あ ろ う。 ｒブ リ ン シパ ル』 と 『工 一 ジェ

ン ト』 と い う 言 葉 は、 常 識 的 な 契 約 法 の も と で は、 一 般 に 他 の 当 事 者 （プ リ ン シパ ル） の 代 理

と し て 活 動 す る あ る 当 事 者 （工 一 ジェ ント） を 意 味 し て い る。 プリ ン ソパ ルは、 工 一 ジェ

ント に 対 して 次 の 二つ の 責 任 を 設 定 して い 孔

・ 活 動１こ対 す る責 任

・ そ れ ら の 活 動 を 説 明 す る 責 任、 す な わ ち ア カ ウ ン タ ピ リ テ ィ 」 （Ｇｒａｙ，ｅｔ．ａＩ，
１９８７

，ｐ，２、 山 上

達 人、
１９９２

，ｐ．３） （［図 ５］ を 参 照）。

こ の Ｇｒａｙ 等 の 考 え 方 を も と に、 Ｐｏｗｅｒ は 監 査 プ ロ セ ス の 「 グ リ ー ニ ン グ （ｇｒｅｅｎｉ㎎ ） 」
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［ 図 ５ ］ Ｇｒａｙ 等 の プ リ ン シ パ ル ー エ イ ジ ェ ン ト の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ 契 約

Ｐｒｍｃ１ｐａ１

． Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ ａｂｏｕｔ ａｃｔｉｏｎｓ

・ Ｒｅ ｗ ａｒｄ

・ Ｐ ｏ ｗｅｒ

Ｉｎｆｏｒｎｌａｔｉｏｎ

ｒｅ．ａＣｔｉＯｎＳ

（Ａｃｃｏｕｎｔａｂｉ１ｉｔｙ）

Ａｇｅｎｔ

Ａ ｃｔｉｏ ｎｓ

［ 出 所 ］ Ｇｒａｙ， ｅｔ．ａ
１
．

１９８７
， ｐ．

３
、

山 上 違 人
，

１９９２
， ｐ．

４

に っ い て 論 を 展 開 し、 「一 般 的 エ イ ジ ェ ン シ ー ・ モ デ ル」 の な か に ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と い う

用 語 を 組 み 込 ん で い る （Ｐｏｗｅｒ，
１９９１

，ｐｐ．３１－３３．）（ ［図 ６］ を 参 照 ）。 Ｐｏｗｅｒ は、 「 監 査 と ア カ

ウ ンタ ビリ ティ 構造」 の 節 で 当 該 モ デ ル を 説 明 して い る が
、 内 容 的 に は エ イ ジェ ン シ ー理 論 の

説 明 で あ り、 ア カ ウ ン タ ビ リ ティ の 内 容 に は、 ほと ん ど触 れ ら れ て い ず、 ［図 ６］ の Ａ と Ｃ の

結 合 プ ロ セ ス に お い て アカ ウ ン タ ビリ テ ィ 関 係 が 確 立 す る と あ る だ け で ある。 位置 的に も Ｇｒａｙ

の モ デ ルと は異 な る 位置 に アカ ウ ン タ ビリ テ ィ が 置 か れ て いる。 ま た 「環 境 的 ア カ ウ ンタ ビリ

テ ィ」 の 節 で、 「現 境 的 エイ ジェ ン シー ・ モ デ ル」 （［図 ７］ を 参 照） を 提 示 し て お り、「こ の 問

題 に お け る 環 境 的 アカ ウ ンタ ビ リ ティ を 明 確 に す る 場 合 の 問 題 の一 っ は、 プ リ ン シパ ルそ れ 自

体 のま さ に 特 徴 づ け であ る。 す な わ ち、 プ リ ン シパ ル は 誰 で あ り、 『エ イ ジ ェ ン ト』 は 誰 に 対

し て 報 告 す る 責 任 が あ る か で あ る。」 （Ｐｏｗｅｒ，１９９１，ｐ．３４．） と 指 摘 し っ っ も・ プ リ ン シ パ ル に 社

会 な い し 自 然 を 置 い て い る。 ま た、 Ｂ に 社 会 的 ア カ ウ ンタ ビリ テ ィ を 位 置 さ せ、 こ れ を 環 境 的

ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ に 置 き 換 え る に は 議 論 が あ る と こ ろ と し て い る （ｉｂｉｄ．，ｐ．３４．）。 い ず れ に

し て も Ｐｏｗｅｒ の い う ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ は、 従 来 か ら い わ れ て い る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ と は

程 遠 い、 極 論 す れ ぱ 用 語 は 同 じで も全 く 別 な ア カウ ン タ ビリ テ ィ の よ う に 感 じ な い で は い ら れ

な い 。

Ｇｒａｙ 等、 Ｐｏｗｅｒ そ の 他 の 論 者 に お い て、 多 少 の 差 異 は あ る も の の・ 委 託 一 受 託 関 係 を 前 提

に す る ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を、 エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 と 融 合 さ せ て、 あ る い は エ イ ジ ェ ン シ ー 理

［図 ６ ］ Ｐｏｗｅｒ の 一 般 的 エ イ ジ ェ ン シ ー ・ モ デ ル

Ａ Ｐｒｉｎｃｉｐａ１

Ｂ Ｄ

Ａｃｃｏｕｎｔａｂｉ１ｉｔｙ Ｃ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ ／

Ａｇｅｎｔ ａｕｄｉｔ

↓
Ａｃｔｉｏｎ

［ 出 所 ］ Ｐｏ ｗ ｅｒ
，

Ｍ
．，

１９９１
， ｐ．３２

，
Ｆｉｇｕｒｅ １

．
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［図 ７］ Ｐｏｗｅｒ の 環 境 的 エ イ ジ ェ ン シ ー ・ モ デ ル

Ｂ ｒ■■→ＡＳ㏄的ん㎞ 「
Ｓｏｃｉａ１ ａｃｃｏｕｎｔａｂｉ１ｉｔｙ ＥｎＶｉｒＯｎｍｅｎｔａ１ ａ㏄ Ｏｕｎｔｉｎｇ／

Ｌ＿＿→Ｃ㎞岬㎞ ←」竺」

Φ
Ｅｎｖｉｏｎ ｍ ｅｎｔａ１１ｙ ｒｅ１ｅｖａｎｔ ａｃｔｉｏ ｎ

咄 所 コ Ｐｏ ｗ ｅｒ，
Ｍ

．，
１９９１

，ｐ．
３３

．
Ｆｉｇｕｒｅ ２

．

論 に 救 援さ せ て 議 論 が 展 開 さ れ て い る が、 理 論 的 に は妥 当 な も の と い え る の で あ ろ う か。 そ こ

で、 っ ぎ な る 論 点 が 出 て く る。

（論 点 ８） 全 く 前 提 （あ る い は 行 動 基 準） が 異 な る 「委 託 一 受 託 関 係」 と 「エ イ ジェ ン シー

関 係」 を 形 式 的 に似 て い る か ら と い っ て、 平面 的 に 融 合 す る こ と は可 能 であ ろう か。

こ れ は本 稿 に お け る 最 も 大 き い 論 点 であ る。

ＩＩと 皿 の 検 討 か ら 明 か の よ う に・ 委 託 一 受 託 関 係 が前 提と して いる の は・ 所 有 関

係 に 基 づ く 受 託 物 の 保 全 管 理 連 用 で あ り、 そ の 成 果 を受 託者 は委 託 者 に 報 告 ・ 説 明

す る 責 任 （ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ） を 負 う と い う こ と で あ る。 こ こ に は エ イ ジェ ン シ ー

理 論 に いう プ リ ンシ パ ル と エ イ ジェ ン ト が 自 己 の 利 益 の 最 大 化 の た め に 行 動 す る と

い う 前 提 は な い。 エイ ジェ ン シー 理 論 は 新 古 典 派 経 済 学 に い う 経 済 人 （ホ モ ・ エ コ

ノ ミ ク ス） を 前 提 に 成 り 立 っ て い る が、 委 託 一 受 託 関 係 は、 そ の よ う な 前 提 で 成 り

立 っ て い る の で は な い。

と す る と、 二 っ の 理 論 を、 た だ 形 式 的 に 極 め て 類 似 し て い る か ら と い う 理 由 の み

で 融 合 し て、 何 ら の 前 提 や融 合可 能 と い う 検 討 もな く、 理 論 展 開 す る こ と に は無 理

が あ る の で は な か ろ う か。

も し 従 来 の ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 拡 充 に・ エ イ ジ ェ ン シ ー 理 論 を 用 い る な ら ぱ・

二理論を融合する理論を開発する必要がある。

（論 点 ９） 環 境 情 報 は 「報 告」 か 「デ ィ ス ク ロ ジャ ー」 か。

こ れ も グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ の フ レ ー ム ワ ー ク が 明 確 に な れ ぱ、 自 ず と 明

ら か に な る 問 題 で あ る。 っ ま り、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ が 基 礎 と な る フ レ ー ム ワ ー ク

か ら は・ 企 業 の 環 境 情 報 は 「報 告」 さ れ、 そ の 他 の 場 合 （例 え ぱエ イ ジ ェ ン シー 理

論） が 基 礎 とな る フ レー ム ワ ー ク か ら は、 企 業 の 環 境 情報 は 「ディ ク ロ ジャ ー」 さ

れ る の であ 孔 こ の よ う に 解 す る と
、

一部 （論 点 ７） で も み た が・ 以 下 の 意 味 が、

それなりに良く理解できるように思われ 孔

「会 計 責 任 を 論 じ る 場 合 に は必 ず会 計 貴 任 を 要 求 す る 権 利 を 有 す る 者 と ア カ ウ ン

タ ブ ル で あ る べ き 義 務 を 負 っ て い る 者 と が 存 在 す る。 会 計 責 任 は 任 意 の もの で は な
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く、 そ れ は 権 利 と 義 務 の 関 係 で把 握さ れ る。 会 計 責 任 は、 そ の会 計責 任 を 要 求 す る

権 利 を 有す る 集 団 に 説 明 す べ き 義 務を いう。 こ れ に 対 して、 情 報 開 示 は、 他 の 者 に

情 報 を 伝 達 す る 知 識 を 有 す る 者 に よ る 任 意 の 行 為 を い う の で あ り、 こ れ は 会 計 責 任

に 基 づ く 行 為 で は な い。」 （北 村、 １９９３，ｐ．２０．）

Ｖ
．

お わ り に

本 稿 で は・ グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ に お け る フ レ ー ム ワ ー ク と し て 何 が 適 切 か を 模 索 す

る 過 程 で、 疑 問 に 感 じた 点 を （論 点） と い う 形 式 に て 述 べ て み た。 （論 点） の な か に は 的 は ず

れ の も の が な い と は い え な い だ ろ う。 忌 揮 の な い ご意 見 ご 批判 を 賜 りま す れ ぱ 幸 甚 に 存 じ あ げ

る 次 第 で あ る。

結 果 と し て、 で は、 グ リ ー ン ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ の フ レ ー ム ワ ー ク と し て は 何 が 妥 当 か は、

未 だ明 ら か に さ れ て は い な い が、 本 稿 を 基 礎 に 更 に 検 討 を 加 え て い き た い と 考 え て い る。

［付言己］

報 告 に 際 し、 多 く の 諸 先 生 か ら 示 唆 に 筥 む ご助 言 を 賜 っ た。 こ の 場 を 借 り て 深 謝 の 意 を 表 す る 次 第 で あ

る 。
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